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【サミット（教育委員会）用】 

効果的実践および継続可能性を高める多層指導モデル MIM 実装の 

地域特性による類型化 

説明文書 

 
１． アンケート調査の目的（意義）とお願い 

本研究では，MIM を導入しようとしている自治体，さらには継続を図ろうとしている自
治体等によるコンソーシアムを構築することで，自治体同士が定常的に課題を共有し，互い
の実践知を交換しながら「自立的かつ自主的に」教育現場における課題に対して効果的に解
決に向かうような機能を発揮できる環境を構築できるかを検証したいと考えています。 

具体的には，教育行政者を対象とした情報・課題共有の機会として開催した本「多層指導
モデル MIM サミット」において， 

a) 先進的かつ自立的な活動を行っている自治体の知見の共有 
b) 参加自治体間で協議を行うことで地域の課題解決に向けた手がかりを得る機会の提

供 
c) 参加自治体間でサミット終了後もやり取りできるようなネットワークを作り 

を通じて定常的に地域間で課題解決がし合えるような素地を作ることができないかと考え
ております。 

最終的には，多層指導モデル MIM の実践地域を「属性（規模や地域性）」や「導入の意図
や背景」「実装の過程」「効果や課題」等で類型化を行い，MIM の実践による効果や継続性
を高める上での要因を地域特性ごとに整理する予定でおります。そのために，参加された教
育行政者の方々に対するアンケート調査および議論の様子を通じて検討していきたいと考
えております。具体的には，当日の議論については音声で記録させて頂き，そちらを分析の
対象とさせて頂きます。 

つきましては，みなさんのご意見をぜひお聴かせ頂けましたら幸いです。 
どうぞ宜しくお願いいたします。 
 

 
２．研究の方法 

ご協力頂ける方には、アンケート用紙に回答していただきます。回答にかかる時間はおよ

そ 10～15 分です。回答に際し，自治体名を記して頂きますが，これはこちらで各自治体

の特性を鑑みながら，自治体の有する課題を検討・考察するためです。結果公表の際にご記

入頂いた内容と自治体名とが結びついてしまうような方法での公表はいたしません。また，

同様の理由（自治体の有する課題の検討・考察）のために MIM サミット当日の議論の様子

を記録させて頂きます。ご参加に際しては，これらの趣旨にご同意頂いたものと判断させて

頂きます。お忙しい中お手数をおかけいたしますが，何卒宜しくお願いいたします。 

 なお，本研究は、明治学院大学心理学部倫理委員会の承認を得ており、2027 年３月 31 日

まで実施される予定です。 

 

３．研究を実施する者 

  研究責任者：海津亜希子（明治学院大学心理学部教育発達学科・教授） 

  研究分担者：玉木宗久（国立特別支援教育総合研究所・総括研究員） 
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研究分担者：松本秀彦（高知大学教育研究部人文社会科学系教育学部門・教授） 

 

４．アンケート調査への参加は任意です 

本アンケート調査への参加は任意です。ご参加頂かないことによって今後いかなる不利

益な対応を受けることはありません。また，アンケートの項目でお答えが難しい場合にはご

回答いただかなくて結構です。 

 

６．研究結果の使われ方 

ご回答いただいたデータは，本研究を遂行し，その後検証するために必要な範囲において

のみ使用いたします。本研究のために研究従事者以外の者または明治学院大学心理学部以

外の機関にデータを提供することはありません。 

 いただいたデータは情報漏れのない対策を十分に施したコンピュータを使用して，外部

記憶媒体に記録し，外部記憶媒体は鍵をかけて厳重に保管し，紛失，盗難などのないように

管理します。また，いただいたデータは 2037 年３月 31 日まで保管した後に記録されてい

る外部記憶媒体の物理的破壊によって完全に破棄します。 
 

７．研究に関する資料の開示 

ご希望があれば他の対象者の個人情報保護や本研究の独創性の確保に支障がない範囲で，

本研究の研究計画および研究方法，研究により得られた成果についての資料を開示いたし

ます。また，本研究に関するご質問がありましたらいつでもお尋ね下さい。 

 

８．研究の実施費用 

本研究は，科学研究費助成事業により実施されています。 

 

９．利益相反 

 本研究の実施にあたり，本研究を実施する者に利益相反はありません。 

 

10．研究参加への謝礼 

 本研究への参加に際して，謝礼はございません。 

 

11．知的財産権の帰属 

本研究の成果により特許権等の知的財産権が生じる可能性がありますが，その権利は本研究

の責任機関である明治学院大学に属し，対象者の方には属しません。 

 

12．問い合わせ先 

担当者：海津亜希子 

    所属：明治学院大学心理学部教育発達学科  

    住所：〒108-8636 東京都港区白金台 1-2-37 

  電話番号：03-5421-5323（海津亜希子研究室） 

   e-mail：kaizu@psy.meijigakuin.ac.jp                


